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１． 主催 滋賀県スケート連盟

２． 後援 滋賀県、滋賀県教育委員会、滋賀県スポーツ協会

３． 競技規程 ＩＳＵ規程及び本競技会規程による。

３． 競技期間 2026年　8月9日(日)　～　8月12日（水）

４． 競技会場 木下カンセーアイスアリーナ（滋賀県立アイスアリーナ）

滋賀県大津市瀬田大江町17-3

※競技会場への問合せはしないこと。

５． 競技日程 2026年

8月    9日（土）（日）

8月  10日（日）（月）

8月  １1日（月）（火）

8月  １2日（火）（水）

６． 競技種目 男子・女子シングル競技

① 選手権競技　SP、FS
② ジュニア選手権競技　ＳＰ、FS

７． 課　　　題 ① 2026-2027　ISUシニア課題

② 2026-2027　ISUジュニア課題

８． 参加資格

2026年 7月1日現在、（公財）日本スケート連盟、各府県スケート連盟に登録している者

ジュニア選手権女子6級選手について

参加者多数で運営が不可能になることが予想されるため、

滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良の5府県の連盟に登録している選手に限る。

（5府県選手のミニマムポイント取得のため、見込み級５級選手の申し込みも可）

7級選手は、他府県からの参加も可能。

９． 表　　彰 各種目 １位～6位に賞状

１位～３位にメダルを授与

１０．参加申込 日本スケート連盟ＨＰより、国内競技会申し込みサイトからオンライン申し込みすること。
(申し込み期間　　5月24日から7月4日）

予定要素は、＜https://www.skatingjapan.jp/mypage/＞　より、最新の内容を入力すること。

※ 参加申込にかかる個人情報は、個人情報の保護に関する法律・法令を遵守し、

【ミニマムポイント取得可能競技会】
【J SPORTS 全競技オンデマンド生配信】

木下カンセープレゼンツ
サマーカップ　2026

フィギュアスケート競技会

要　　項

各府県県スケート連盟に登録している者

◎競技種目

Jr.W①(SP)、SrM(SP)予定

Jr.W②(SP)、Jr.M(SP)

Sr.W(SP)、Jr.W(FS)、Sr.M(FS)

Sr.W(FS)、Jr.M(FS)



　　競技運営以外の目的には使用しません。

１１．申込締切日 2026年 7月4日(金)　

※この日までに、参加料振込みも完了のこと。

１２．参　加　料 選手権・Jr選手権シングル１名につき \15,000-

銀行振り込みのみ

三菱UFJ銀行　　草津支店（452）　普通預金　0553935

名義人　　滋賀県スケート連盟 会計　築山由美　　

＊必ず出場者名義で7月4日までに振り込むこと

１３．音　　　楽 日本スケート連盟ＨＰより、国内競技会申し込みサイトから登録すること。

★７月３１日までに登録すること。この日以降変更した場合は連絡お願いします。

予備音源としてＣＤ　（MD,カセット使用不可）

(注)出場種目、氏名、所属及び演奏時間を明記し、

１４．宿　　　泊

１５．その他

15-1 観覧については、観覧要項をご覧ください。

15-2 選手名につきシャペロンID２枚発行します。

駐車許可証発行は別途申し込みお願いします。

コーチ、トレーナーのID、駐車許可証は、別途申し込みをお願いします。

15-2 滑走順抽選について

競技の進行上、申込締切日後に

選手権・Jr選手権のショートプログラムの滑走順を滋賀県スケート連盟役員立ち合い

のうえ事前に抽選し、日本スケート連盟HPに掲載する。

15-3 タイムスケジュール、参加者リスト(滑走順入り)は申込締切日後

準備が出来次第、日本スケート連盟ホームページにも掲載する。

15-4 参加者はスポーツ傷害保険等に必ず加入しておくこと。

15-5 競技会の中断・中止について

競技期間中、滋賀県地域に「地震並びに台風による特別警報」等が

発令された場合、選手各位の安全を最優先として状況により競技を中断・中止致します。

尚、競技期間中に中止の場合は、運営上の都合により参加費は

返金致しかねますので予めご了承ください。

15-６

問合せ先　：　木下カンセープレゼンツ　サマーカップ 2026事務局

　築山由美　 携帯　:  080-3846-2538
shiga.skating@gmail.com

各自手配のこと

https://www.skatingjapan.jp/mypage/

競技会で音楽を使用するには、選手において権利処理を行う必要があります。方法としては、①

ＩＳＵ認定のライセンスプロバイダーであるClicknClear（https://www.clicknclear.com/）を

使用し、権利処理された音楽を選択することが推奨されます。それ以外の方法としては、②直接

権利に問い合わせて許諾を受ける、③著作権が切れた楽曲を使用する、④オリジナルの楽曲を用

意するという方法のいずれかになります。


